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３． 事後評価結果 

〇評点： 

 

 

 

〇総合評価コメント： 

 

 本研究は、微生物間のコミュニケーション（Quorum Sensing；QS）を司るシグナル物質に着目し、活性汚泥の活

性やバイオフィルム形成の制御といった水処理技術の革新を目指すものである。QS のシグナル物質の AHL

（アシル化ホモセリンラクトン）の活性汚泥中の振舞いを明らかにし、AHL 制御素材、制御技術の開発、バイオ

フィルム形成の可視化など多くの新しい知見を得ており、全体として概ね計画通りに達成した。 

水処理関連微生物のシグナル物質については世界的に研究が始まったところであるが、本研究では栃木県

7ヶ所の実活性汚泥からAHL分解活性を有するAcinetobacter属細菌を初めて単離、RO膜のファウリング物

質から AHL を世界で初めて検出するなど貴重な科学的成果を得ている。シグナル物質トラップ素材による膜の

バイオフィルム形成阻害や既に形成されたバイオフィルムの低減剤の開発など、新規なバイオフィルム制御手

法につながる成果が得られている。 

領域内のチームと RO 膜ファウリング抑制に関する連携研究が行われ、また、微生物制御技術に関しては民

間企業 5 社との社会実装に向けた共同研究が開始され実用的な成果が得られてきている。特許は 2 件出願さ

れており評価できる。 

本研究をさらに発展させることにより、混合微生物系を用いた水処理などにおいて、より科学的なアプローチ

による効果的な反応の制御が可能になることが期待される。 

A  期待通りの成果が得られている 


